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サンゴ礁魚類のJlflk転換機構の解明

堀口涼（種の多様性研究グループ）

サンゴ礁に生息する魚類の生殖様式の多

様性とは？？？

目指している。本研究では、卵巣組織から精

巣が分化する過Wｌｉ１（ｌＸ１Ｃ－Ｅ）での調節機構に

焦点を絞って１０１卜究を進めている。（１）性幅換

におけるエストロゲンの作)|】機構の解り１１【１１

１|'エストロゲン膿度の減少が性転換の引き金

になることが示唆されていることから、その

作1Ｗ機機を1）｣らかにするために、３種類のエ

ストロゲン受容体(ＥＲ)をクローニングし、雌、

雄および性'伝換過程の生殖腺における遺伝子

発現を調べた。ＥＲａはどの時期でも高い発現

を示し、性転換過程で減少傾向にあった。逆に

ERβ1およびERβ2の発現は低いものの、性転

換後期に急激な上昇がみられた。このことは

各受容体が{ﾘﾐ転換過程で異なる機能を持って

いることを示唆している。今後、これら受容

体の局｛|:解析や機能解析を進めていく予定で

ある。（２）AMiii腺峅養系を用いた性転換調節`機

榊の解|ﾘﾘ生liiliI11Ii(の性il屡換における性ステロ

イドホルモンの影騨をU]らかにするために、

卵巣組織培獲系をIwl]いてエストロゲン合成阻

害剤などの'１：'|斌換への影響を調べている。そ

の結果、エストロゲン合成阻害剤の存在下で

精巣分化が誘導され、エストロゲンの減少が

直接、’lIfil薩換を誘起することが示された。今後、

培養系を用いた性ステロイドホルモンによる

調節機織のさらなる解析に加え、エストロゲ

ン受容体や関連因子のljll巣組織の崩壊や精巣

分化への関わりを調べていく。

最終的には、本1ﾘﾄ鑑で得られた基礎的知見

をもとにして、所11,MＪ}究室で進められている

他の性1脚j(L魚種でのjill児やllIlk雄異徽体魚の性決定・

性分化の機Ｗｉと比鮫することで、サンゴ礁魚

類における4lx殖様式の多様性を考察していき

たい。

魚類の性決定。性分化における多様性

脊椎動物の'|'でも魚瓶では、様々な性決定

様式が知られており、IWi魚ＩＩｌに|ﾘﾐが決まる魚

`種として遺伝的要因により、或いは渦度依存

的に性が決定する魚極などが存｛Eする。また、

サンゴ礁島lIlii↓域に多く'１２息している性転換魚

のように一度、性成熟した'1'１体が性転換を行

う魚種も存在する。さらに、１１：転換には大き

く３つの性転換様式（Utlil1冒先熟、雄性先熟お

よび両方向性転換）があることがｸ《l1られており、

サンゴ礁魚類の性決定機構は実に多様性に富

んでいる。

有性生殖はく|Ｚ物多様|i(ｌｉをﾘﾐみ１１'す直接的な

要田と考えられ、「等な動物から脊椎動物ま

で進化を通じて保存されている。（((類がこの

基本原理を保持しつつ、多様な1k殖様式を展

開するためには、魚噸の１１１：決定・性分化（発

生過程で未分化な生jii(i腺から卵巣および精巣

が形態的に分化すること）の過;膿で藤逓的な

,機j構と種ごとに異なる機榊があると考えられる。

このような魚類における生殖様式の多様性、

普遍性を理解するためには、そのメカニズム

を知る必要があるが、性幅換魚においてどの

ようなメカニズムで性転換が調節されている

のかまだわかっていない。

性転換のモデル生物としてのベラ科魚類、

ミツボシキュウセン

性転換の調節メカニズムを解|ﾘＩするために、

'''１縄のサンゴ礁域に数多く能息し、入手が容

易な雌性先熟魚のミツポシキュウセン（図Ａ、

B）をモデルとして用い、』iⅧ|ＭＩＩ兇の確立を
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図：ミツボシキユウセン、I"choe)でＷ７ｊ"!αCl(ＭＷ、亜rminal-phase雄(A)、雌(B)、卵巣(C、
性転換生殖腺(D、Bar=50,ｕｍ)、精巣（卵巣から性転換したもの、Ｅ、Bar=5ｑｕｍ）

Bar=100LL、)、
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